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犯罪ジャーナリズムの演劇性
J リザベス朝世俗パンフレット事情にういての考察-

境野 直樹

詐欺という行為はその本質において演劇的である｡昨今世間を騒がせている ｢振

り込め詐欺 (変なことばだ)｣の手口にも数人の犯罪者たちによる｢配役衷 ｣がある

らい ＼｡被害者は犯罪者たちの作り出したシナリオ､物語に､突如当事者としてと

りこまれてゆくのだ｡ことわりもなく日常に浸食する虚構のもつ脅威-奇しくも同

時に偽造直妄彰巳罪が急増している現状を考えるまでもなく､それは資本の流動劫率

を追求した近･現代の資本主義･貨幣経済に本質的に内在する問題でもあるだろう｡

本稿執津時点の日本社会で顕著な増加傾向を示しているこの種の犯罪が､じつは貨

幣経済と市場経済のシステムが本格稼働をはじめた近世初期の英国で大流行したこ

と､またその手口を伝えるジャーナリズムの隆盛をみたということをここで思い起

こし､当時の社会情勢について考えてみることも､あながち無益なことでもあるま

い｡過去への省察はつねに未来へ向けて開かれる思考に至るべきだろうから｡本稿

ではそうしたエリザベス時代の犯罪ジャーナリズムの隆盛の背景について､資本主

義と商業演劇､活字の体系と出版事情､都市と農村などのパラダイムから考察し､

あわせてこれらのパンフレット･バラッド類を､同時代の都市善劇の隆盛の補助線

として読んでみたい｡こと詐欺のレトリックという観点に関するかぎり､資本の流

動が言語の活性を飛躍的に高めたことは疑う余地がない｡皮肉なことに貨幣と言語

は､ともに人間の能力を拡大させるいっほうで､代償としての差延 (事物を指示す

る媒介としての言語､価値を代償する媒介としての貨幣がそれぞれに内在するある

種の ｢虚構性｣)､意図的な誤読が介入する余地をもたらしたことにより､犯罪をも

また進化させたのであり､近世初期英国のバイタリティは､その表象を娯楽として

吸収していったのである｡

ある事象は記録されることではじめて共同体内部で共有された経験となる｡それ

らの表象は､記録 /創作者をとりまく多様な社会的､文化的文脈 (コン･テクスト)

によって､必然的になんらかの偏向を帯びることになる｡したがって近世英国にお

いて浮浪者と社会の ｢闇｣についての社会の認識が表象のレヴェルにおいて｢実現｣

してはじめて共同体によって共有された情報となりえた以上､そうした表象そのも
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のを出現させた知的 ･物理的諸条件のことを､まずもって念頭に置く必要がある｡

それは端的にいって､パンフレット出版を可能にする印刷技術､それらに執岸する

だけの情報と文才を持つ著者の登場､それらを熱心に読み漁る読者層の登場､さら

に流通システムの確立ということになるだろう｡

16世紀中頃の英国において急激に浮浪者が増加した あるいはそれを報告す

る文献が増加した 理由としては､いくつかの相互に関連する要因が考えられる｡

資本主義の台頭吐封建別を揺るがせることで､下層のservingmenたちを圧迫し､同

時にギルドの徒弟制度からの脱落者たちを社会に坦現させた｡かれらは皆､一様に

最大の都市ロンドンの社会の底辺へとなだれこんでゆく｡1589年のNorriSとDake

のポルトガル派兵の惨謄たる結未も､兵役上がりの浮浪者の増加に一役かったにち

がいないが､彼らもまた､当初の %̀'ghwaymen",̀bprighLmen",̀～aliantbeggeaLS"な

どと呼ばれる街道での暴力による追いはぎの生活から次第に治安の向上に追い詰め

られるように都市の闇へと､犯罪手口の巧妙化を伴いつつ紛れ込んでくる｡ともあ

れ資本制と封建制は､そのせめぎあいの中から､ともに彩しい数の生計を持たぬひ

とびと 社会保障制度不在の時代にあっては､犯罪者にならなければ生きることが

困難となるひとびと を出来させたといえよう｡

興味深いのは､そうした都市に生きる犯罪者とその手口を描いた文献が､多くは

作者はおろか､出版者の明示もないパンフレットというかたちで出版され､街頭で

売られた事実である｡本稿で言及するパンフレットの多くは著者名､出版者に関す

る情報が表紙に明記された冊子体のものであるが､エリザベス女王の治世初期には

少なくとも40人を超える出版業者の名前がStationers■bmpanyの記録に見えるいっ

ほう､記録にない (つまり､登録されていない)バラッド･パンフレット出版者の

数は1580年以前で30人は下らない｡1いわゆる"Broadsideballads"と呼ばれるもの

も､このパンフレットの一部と考えてよい.ここでいうHBroadside"とは印刷の形態

についての用語である｡すなわち片面に印刷された4枚 (貞)一組の冊子の体裁の

ものを指すとされる｡それらの多くはタイトノレ -ヾジをセンセーショナルな見出し

(大きなフォント)､同じくセンセーショナルな図版､内容の概略とそれが実話であ

ることや､読み取るべきモラルなどを記したキャッチコピー､そして著乱 出版業

者ともに名前が伏せられているにもかかわら惜 し旧的で販売流通を目指すための

唯一の方法として､販売所の情報が記されている｡比較のために､ここではそれら

の記載がしっかりしたタイトルページを例に挙げよう｡【図版1】



『岩手大学英語教育論集』

[図版1:RobertG聡ne,ADisptddionbetweeneaNeeConrrcdcherm2daShee

叫 -cdchQ:15921触 Ieianubrary,Malone574･l
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ここでは ｢男性と女性のの榔 再(bmyqtcher)の罪の比較､売春婦の手口や､

つい最近改俊した｢英国人の｣娼婦の俄海の一部始終｣が､イングリッシュ軸 la止

letter,後述)の "Reade,laugh,andleame"および著者のトレードマークだった

"NascimurpropaDia"(臥erymanisnotbomforhimsel帥uti?rhiscounb･y程の意喝 とい
うラテン語のエピグラムと並んで記されている｡ついで著者のイニシャル｡滑稽な

木版画は売り上げに貢献したであろう｡ "lAletobesoldeatdleWestendeofPaules"

という吉改巨と印刷業者､出版者のイニシャルなど､これはパンフレットとしては出

自がきちんと明記されているほうである｡この時町 言及された犯罪者たちからの

報復と検閲を経ない出版事情による当局からの追求の双方をかわすための方図であ

ったのか､著者や印刷業者､出版社の吉誘乾カL切みられない■ものも数多く､従って

内容そのものの信瀞性も大いに胡散臭いこともしばしばである2｡だが､実際に起こ

ったことが､その通り忠実に記録されているとはかざらない｡また､stationerlsoffice

で版権を取得するための登録費用の値上がりも､これら地下出版の増加の一要因か

と思われる｡3憶測に過ぎないが､そうした流通形態自体もまた､当時の読者にとっ

てはスリリングな要素だったのかもしれない｡いつの時代にもスキャンダラスな悪

事の暴露は大衆の晴好にはたらきかけ､往々にしてその晴好そのものをより過激な

欲望へと導くものだから｡

図版1のパンフレットはロバート･グリーン四(加rtGreene)によって書かれたかな

りの長さのものだが､このようにきちんとした本の体裁をもつ作品がある一方で､

上述のごとく4ページもののごく短いパンフレットも数多く存在する｡それらの多

くは著者を同定できず､木版画も他のパンフレットのために使用されたものが使い

回されていて､ともすれば内容とは無関係なことが多い｡そうした流過 (-商売)

目的に矧 ヒしたパンフレットでは､しばしばバラッドすなわち当時の流行歌の節

に合わせて詠われた小唄が､続く散文の内容を要約していたり､あるいは完全に散

文に取って代わっていたりする｡パンフレットやバラッドの多くは版薩や (アナク

ロニズムを承知で言えば)｢著作権｣を明記しないが､そういった姿勢はこれらの文

献が歴史を超えて残ることを想定せず､むしろかわら版､さらに言えばこんにちの

折り込みチラシのような意識で作成され流通していた可能性を伺わせる｡事実､古

い版本の装丁が破損すると､背表紙の補強部の ｢詰朝礼 となっている紙がこれら

パンフレットであったりもするのだ｡4本稿ではそうした小さな作品群の個々の内容

については踏み込まないけれども､以下で論じるパンフレット界の第一人者ロバー

ト･グリーンの作品とそれを取り巻く状況についての補足的情報として､現存する

代表的なバラッドの主要なコレクションについて､とりあえず以下に記しておく｡5
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1.Magda)ene(bllege,ChmbddgeのJolmSelden,(SamuelPepysによって補完)の1376編

2.BritishLlbrary,Roxbu苫heの約1400編

3.同上所蔵 Bagfordの355編

4.M leian所蔵のWxxlの279編

5.同上所蔵RawliⅣonの218編

6.同上所蔵Dou任の877編

7.IAndonSdetyofAntiquariesの56編

8.BritishLlbrary,のSuffokcollechonofElizabedlanballads(詳細未喝

これら驚くべき数のバラッド､パンフレットは短期間に集中しており､ゴシップの

メディアとして英国ルネサンスの騒々しい一側面をこんにちに伝えている｡

15CX)年頃すなわち活版印刷導入以前にはマニュスクリプトを通じてさえ､バラッ

ドや散文のパンフレットはさまざまな奇矯な出来事､宗教的話題､世相の風刺など

を題材に､ひとつのメディアとして機能していた｡そこには情報を伝達し､道徳と

信仰を共有することへの不同の意志の存在が感じられる｡だが､ほんの少し時代が

下って､内容と無関係な木版画を使い回し扇情的な小唄や悪事の手口を面白おかし

く披歴し､最後に申し訳程度に一樹変のモラルを付古mI]えたF間IJ物それ自体は､単に

営利目的の娯楽商品へと変容している｡大衆に ｢消費｣され紙屑同然の運命をたど

るパンフレットに横溢した商業主義､｢道徳｣を｢襖楽｣のネタへと換旨奪胎してし

まう資本の論哩のあざときに目をつぶることは難しい｡｢奇跡に顕れた神の摂理｣を

オチとしてとってつけるのに､たとえば以下のような際物的なタイトルがもてはや

されたのである｡

"MaidnowdweningattheTownofMeursinDutdh]and,(halhadlnottakenanyF∝dthk

sixteenYeaqs,andisnotyetneitherHungrynorThn呼･''6

あるいはまた､旧約聖書のソロモンの雅歌を卑装な小唄へと替え歌にしてしまった

バラッド集まで世にでる始末であった｡7本稿で以下に具体的に紹介する､犯罪に関

連したパンフレットの体裁は､殺人､処刑､強盗､結婚にまつわるトラブル､およ

びそれらに付値する"lamentabledittiesorw∝fu]songs"というおきまりのパターンを

踏襲するものが多い｡さらに､商業的に成功した先行するバラッドを題材に､反論､
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続編などの企画が相次そ｡内容は必ずしもタイトルページに明記されたものではな

いことも多く (これ自体､すでに立派な詐欺だ)､｢簡編｣とうたわれた作品の著者

が異なっているらしいことも珍しくない｡バラッドにいたっては盗作も多く､いく

つかの先行作品の数節ずつをつなぎ合わせたものまである｡8

こうした､いわばとりとめもない些未な題材の小品の山のなかで､賓 ･量ともに

顕著なのが､生き馬の目を抜く大都市ロンドンの詐欺師たちの手口を詳説したロバ

ート･グリーン岬d光rtG聡ne)とその代表作"cony℃adling"連作である｡

それぞれのタイトルページを一瞥しただけでも､詐欺師の手口を奉く｢防犯マニュ

アルJだったはずが社会のニーズに迎合し､手を換え品を換え売らんかなの娯楽作

品に転ずる様子が伺える｡

1･A/NotableDiscoveryofGx娼nage/NowLh砂plutisedbysundylewdper-/sons,dled
(bnnie一也tdets,and/CIⅧSe-biteZS･/Plainlylayingopenth鵡epemidotRSSleightsthathah
broughtmanyignD/rantmentoconfusiorL/Ⅵ繊細ft)rthegenerabenejkofallGe血 eri
CkiZZfW,J少renLises,CouhgFEZ-eTS/m2dya)menthd仇呼haptofalIbZtOthecompmy
ofSuChctwenb2gFomPmZ血 ■･/WkhadelighWZdhcou'seofdieα榔nageOfColh'e作･/
Nascimtupropablla ByRGTeene,MaisterofAぬ･,1591･

2.価 /SECOND/andlastpartofCormy･-tdhi喝/Ⅵ巧仇newα以地肌SCOntab2bZgmay
meT7yLaze-I/allhw6WOhhthereading,becatRdleyaleWOr-Ahytoberememtnrd･/
Dkcoursmgstrangecurmmgin伽 nage,whichifyouredewidl-/outlaughing,Iュeglue

● ●

youmycapforaNoble･/Malk:m- sequamnonLWOdefSeP aLrie･/R･G･,1592

3.THE/THIRDE/andlastPartofComy血 tching･/WITHTHENEWDEⅥSED/
knaukhArtofF00le-taking･/刀好IkeCafauZgeSmulⅥ鮎〃おneuwbefore/ゐcouwd /
ByR･G11592

4.ADISPVIATTON,/Be加eenea出eeG〕my-t也er,anda/SheeCormylatCher,whedler
arrheefeoraWh -re,is/m(芯thurtfuuinG)usonage,to血eCom-/mom-wealth･/
DISCOVERINGTHESECRETⅥLLA/nil"faZkLringStnJmPぬ/WidltheConueISion
ofanBlglish(b uni託n,reformed/山岳pTtSentyeaZe,1592･/Reade,laugh,andteame･/
Nascbnurpropabk/RG.

5.価 /BLACKEBOO髄 /MESSENGER/layingopentheLifeandDadI/OfNed
Bnvtmeoneofthemostnotd)leCuやtmes,/Cnxsbkas,LmdCaJyrCatChas,thLd/aLerRued
b2Engkmd/HeezeinheetellethveriepleaJsandyinhisownepersonsudlSb･angeprancks
and/monstrousvi1lmiesbyhimandhisG)morb/performed,asthelikewasyetneuer/
heardofinanyoftheformerノbookesofG)rnyJcatdhg･

これらのパンフレットの魅力は題材もさることながら､その軽妙酒脱な文体と臨場

感溢れる記述にある｡長くなるが次のくだりなヒ ベン･ジョンソンP nJonson)
やトマス ･ミドルトンrmomasMiddleton)の都市善劇を連想せずにはいられない｡
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-.dlereisaconnie,SaidlOnelcony一切thher]･AtthatwordoutDiestheSetter,and

ouertakingaleman,beginstosalutehimthtB:Sか,Gdsaueyou,youarewelcomtoLondon,

howdothallourgcxxlhiendsindleCOumb･ie,Ihopetheybeallinhealdl? n ecou止ieman
●

seelngamanSOCurteOuSheknowesnot,halfeinabroⅥmestudieatthissb'angesalutation,

perhaPmak6himthk aunswere.Sir,allotqBiendsinthecoun山eamwellthankESI- tO

触 ,buttrulyIknowyounotyoumustpardorlme.Wh yslr,SaithdieSetter,geSSlngbyhis

kmgwhatcounb.ymanh:eis,areyounotsuchacunbLyman,ifhesayyes,血enheαeqxs

vfX)nhimdosely:ifhesayno,dlenS叫ghtthese仕ercomesouerhimdluS:Ing∝ds00dlSか,

Ⅰknowyoubyyour血ce&hauebininyourcompaniebefore,Ipraieyou(ifwidlOutOffen吟

letmecraueyourname,andtheplaceofyourabde･¶leSimplemansb･aighttekhim

wherehedwekhisname,andwhobehisnextneighbors,andwhatGendemendwellabout

him･ARerhehathleamedalofhim,thenhecomesouerhisfalloweskindly:sh･,thoughI

hauebinsomwhatboldtobeinqulSltlueOfyourname,yetholdemeexctd ,forIt∞keyou

forafriendofmine,butsincebymistakingIhauemdeyouslackeyourbusines,weledrinke

aquartofwine,orapotofAletogether:ifdleft氾lebesoreadieasめgo,dlendle(bnnieis

aught:butifhesmack血esetter,andsmelsaratbyhisclaⅥnng,andwillnotdrinkewidlhim,

血enawaygo岱thesetter,anddiscou悦thtotheverser血enameofaleman,theparishhee

dwekin,andwhatgendemenarehisnearneighbours,withdlatawaygO岱he,&αosslngthe

manatsomett-lng,meetshimfulinthefTaα,andgreeteshim血us･

Wh atgd manBarton,howfarealol∬friendsaboutyou?youarewellmet,Ihauedie

wineforyou,youarewelcometotown･刀lepu recountrymanhea血shi打はelfenamedby

amanheknowsnot,maruels,良aTm eISthatheknow6himnot,andmuespardon･Not

meg∝xlmanBarton,haueyouforgotme? whyI'am suchamanskinsman,yourneighbor

notfaroff:howdohdlisorhatg∝dgendemanmyhiend?g∝dIDrddlatIshouldbeout

ofyourremembranCらIhauetmnealyotlrhousediuerstimes･Indeede,sq,Saidlthefarmer,

areyousuchamankinsman,suJt:lysh正youhadnotchalengda∝】uaintan∝ofme,I

shouldneuerhaueknowenyou,IhaleCleanfわrgotyou,bunknowtheg∝dgentlemanyour

00sinwell,heismyverygd neighbor:良forhissakesaidlゾverser,weeldrinkaforewe

part,haplydlemanthankshim,andtodlewineorale血eygoe,dleneretheypart,dleymake

himacony,良soferetdawh血atcards,yttheyleauehimasbanofmony'asanaPOfa
taiJe9

用心していたっもりが不用意に見知らぬ人間のなれなれしい口車に乗せられて､出

身地や名前､親戚や隣人の情報を漏らしてしまったばかりに繰り返し知人を装った
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洞榔市の手口に晒されて､ついに石胡扇されてしまうI一都市に出てきたEB舎者の心細

さ､人混みの中の孤独とそこにつけこむもは圃 不能のアイデンティティの詐称

ここにはすでに現代がある｡

臨場感溢れる台詞のやりとりは､当然演劇作品のテクストを想起させる｡あるい
はこう考えることができるのではないだろうか｡すなわち､パンフレットは演劇的

効果を求めてレトリックを肥大させ､他方演劇はパンフレットの題材への近接を通

じて人間の欲望を ｢リアルに｣描くことを目指したのだ､と｡グリーンk娼叫作家で

もあったし､,トマス ･デカーやトマス ･ミドルトンもパンフレットを書いた｡以下

はミドルトンによると推測されるパンフレットの一節である｡タイトルは 4̀meIASt

WillandT6tamentOf■Im encehlCifer,TheOldBachelorofLimboAliasDidkDeviLBam,

dieGdpingFarmerofKenf'(1醐 )､要するに悪魔の申し子ともいうべき悪人の遺言

現世へのあらんかぎりの悪態 という体裁になっている｡

Letnoyoungwnggletyeddamo紀1,ifheryeaLShavesbrudktwelveonoe,bele氏
■

1m assaulted,butitm岱tbedlyO用αtolayhazdsiegetoherhon6ty,andめtryifdleWallsof

hermaidenl1eadmaybescaledwithaladderofange)S･Foroneaweofsuchwendeswill

bringlnmoleatyear'sendthan anlmndrdac旧Ofthebat-harrowedlandbetweenDeptford
■

andDoveL Andtakethisforanotebytheway:Youmustneverwan(wi血outyourdeuoeor

deuα-aαofdtibsaAeryourboot-heels;forwhenyouaJt:abroadyouknownotwhatuseyou

mayhaveforthem.Andlastly,)'fyoubewell血dbysomeriototsgallant,youmust

prac由e,asindeedyoudo,towindoutawantわnvelvetcapandbdkinfromdietanglesofher

shop,teadingher- youknowhoⅥr tocastacuckoldlsmisttxforetheeyesofher

bud)and,whichis,tellinghimshemustseeher00岱in,new-00metotown,ordlatShego窃tO

awoman'S)abour,dendlOuknowestshego践tOnonebutherown;and,beingsetoutofthe

shop,withhermanafozehertoquenchthejealot芯yOfherhtsband,Shebyhyins仙dions

sha)1tt-thehonestsimplefenowoffaldleneXt仙nlngandgivehimleaveto党e7heMeny

DevilofEdlu)ntOnOrAWoyw Klledwkh肋 b265,Whenhismktressisgoingtothesame

murder!Thousandofsuchinventions,practicxs,anddeviαS,Istu庁血yb･adewithal;beside

dleluxuriot巡meedngsattavems,ten-rx)undsuppe rs,andmeen-fX)undredkonings,madeup

aBerwardswithriotouseggsandml芯Cadine･julthescfemalevomitsandadulterot芯Surfeits

IgiveandtxxlueahtodleC,WhichIhopedlOuwiltputinpradiαwithallexfditiona鮎rmy

d∝ease.10

財産管理に心を砕く都市生活者のもうひとつの頭痛の種が､賛沢な暮らしに味を占
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めた妻の (とりわけセクシュアリティの)管理であったことは､それが同時代のい

わゆる都市喜劇群に共通する主題であることからもわかる｡ミドルトン一流の毒の

ある筆致はライバル作者であるジョン･ウェブスターやトマス ･ヘイウッドの作品

名への言及とともに､パンフレットを-一気に娯楽に参入させ､返す刀で演劇を社会

の日常へと引き寄せてしまう｡男の病的な嫉妬心と妻の秘められた不貞への渇きと

いうプロットは､この時代のいわゆる 唱β市喜劇｣において顕著な先 急 展開をみ

せ､王政後古期の演劇にまで引き継がれるものであり､ミドルトンはこの題材では

とりわけ名手である｡あろうことか遺言でまで男と女の秘め事を暴露する滑稽さは､

この劇作家の傑作､AChLdeMadbzChe轡Sideの一節とダイレクトに呼応する.

lSirWalter]I･･IamoTer-grownwithsin;
●●●

Stillmyadulterousguilthoversalo丘,

Andwithherblackwingsbeatsdownal1myprayezs

Be血eytxhalfwayup･-

●●◆

HerpleasmgpleZBLlreSnowhathpo岱Onedme,

Wh ichIexchangedmysoulfor;

Makewayahundredsighsatonceforme.

NextIbequeahtodlatfoulwhorehiswife,

julbarrermessofjoy,adrouthofvirtue,

Andde加hofallrepentanα:forherend,

Thecommonmiseryofanhglishstrumpet,

InFrenchandDutch,beholdingereshedies

Cbn血sionofherbratsbeforehereyes,

AndnevershedatearfloriI.ll

¢ChasteMadinCheap"'dqV,i,74-11句
編されて死を単悟したsirWalterの寮世に向けての捨てぜりふ｡しかしこの後形勢逆

転を知るや､この悪態は新たな欲望を前にして直ちに撒回される｡言質の一畳性な

どはそもそも期待すべくもない｡その刺那ひとつひとつが､彼にとっては真実なの

だ｡かくしてパンフレットと演劇は､共に社会の底辺にうごめく欲望や悪徳を白目
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の下に晒し､∵般化することで万人に共通の心の闇を描いて見せた｡しかし｣投化

は常に､対象の特殊性を分節できることへの安心感を担保としてのみ機能すること

もまた事実である｡笑いは主体とその対象の落差を招来し､保証するための行為で

ある｡このことを考えるには､犯罪者はそもそもどのように特殊化されて表象され

たのかを検証してみる必要がある｡

ⅠⅠⅠ

"conyLdching"の主題はグリーンの専売特許だったわけではない｡弼郷帝の ｢生

態｣をより詳細かつ克明に描いた作者不詳の 乃eGroundwo'keofCorurdchb2g

(1592)には､さらに具体的､かつ詳細な吉改臣がみられる｡この本は ThomasHarman

による極めて重要な著作ACawedorWambZgforCommonCulTdo'T,VTulgwlyCalld

vagabotub(15叫 と多くの部分で重複する120 GroundwDrke‥.の成立事情や著者の正

体も興味深いが､この二つの本に共通する箇所は､これ以外の多くのパンフレット

にも繰り返し収録されている｡だが内容もさることながら､その前に､現存するこ

れらパンフレットの体裁をめくる特徴として､まずはそこで使用されている活字に

注目しよう｡図版2を参照されたい｡書体が今日主流のローマン体とは違うイング

リッシュ体である (ページ上に置かれるインクの量の圧倒的な相違から､前者を

whiteletter､後者をblackletterと呼ぶ)｡現存するエリザベス朝の世俗パンフレット

の多くがblackletterで印刷されているが､だからといってwhiteletterで印字される

ことがなかった/少なかったということには必ずしもならないだろう｡18世寿己の蒐

集家が二村版画とblackletterを珍重したことによるバイアスを考慮する必要があるか

らである｡図版1が示すように､ひとつの版本中に二つの書体が共存することも多

かった｡多くの場合､blackletterで印字された本文中､強調したい語や ｢列豪語｣

などがdliteletterで印字される傾向があるのだが､逆の例 (図版1がまさにそうだ

が)はむしろ少数との印象を受ける｡活字セットの主流が推移するという希有な現

象については､いくつかの魅力的な仮説に心を動かされそうになるが､ここでは､

ルネサンス期のヒューマニストたちがラテン文化を爆発的に推進するにいたり､グ

ーテンベルク/中世神学よりの陣営に次第にとって替わり､それにともない hglish

体がTt)man体に駆逐されてゆくというHatTyGIter,A∽ewofEw&細 砂IUpto

AboutldX), TheLyellbcttu,es1968(Oxford:QaJt'ndon1969P享張を参考にしつつ
も､英国のパンフレットにみられるある特徴を樹 海したいOそこでH甲manのパン

フレットに戻って､当時多くの異なるタイ トルのパンフレットに繰り返し収録され

た記述を検証してみよう｡
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[図版2:α1bertWalker(?)AManlfeftDetectionoftheMafEⅥ〃emidDete-tdbZeUseof

Ditq,hy･1552･BdleianLibr打y,8耳3,A化B･S･】

弼牧師たちにはpdlars.Frendhとよばれる固有の隠語の体系があり､以下にそれ

を紹介する､というのが当該の箇所である｡
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HerefolloweLh肋eirpdtblgSPeeCh:

Hez℃Isetbeforetheg∝dreadとrthelewd,lousylanguageofdleSeloiteringlu£ksandlazy

lorels,wherewidldleybuyandsell血ecomm onrx50PleastheypassthroughdleCOu仙 y;

whichlanguagedleytermfXX]Jars.French,alsわ]unknowntongueonlybuttodleSebold,

beastly,bawdybeggaJSandvainvagabonds,beinghalfmingleddthEnglishwhenitis

bmiliarLytalked･AndfTlrStplacingthingsbytheirpropernamesasanintordudiontothk

peevishspeech:

nab.ahead.bale,g∝d

flab-cheat,ahatorcap･beneSJzli?,verygd ,

gkzzieTS,eyes.qu-,nOught･

asmellbZg-died .an岱e･agage,aquadrx)t･13

省略するが､このリストは以下合計114項目にのぼる｡上記引用中イタリックで

印字した部分は､オリジナルではローマンIi(whitele仕er)であり､それ以外の箇所は

すべてイングリッシュ倒pla血Ietter)である｡そしてこの後に弼郷帝たちの会話の｢例

文｣が英語との 頂f訳形式で｣掲載されているのだ｡

Theupright-evveaTZte肋totheT10gue.

rmeupright-manspeakedltOtherogue･

UPRIGtTr-MAN.BaleZl'ghbnLmSto句/quawDfW!AwhatlibkenhLUtthoultlbbedb2this

ゐrkmLZm,Whetherb2aLibbegeorb2dzesEnL7WneZ?

G∝山一morrowtodlybdy!Inwhathousehastthou】aininallnight,wbtherinabedor

indleSb･aw?

▲iI

NowwehaveweZZboLLfe4let脚 ∫bikesameched.

Nowwehavewe)Idtumk,lettsstealsomedling･

Ⅵ触 /Stowyourbene,cove,Lmdcutbenatwhfゐ/AmibhgwetoRome-till,tonlP a

bung･SbshaEZwehaveA- fordzebousb2gketL Andwho web吻 backわ dze

dewse･a-viZl,wewL'lZPchsomeLkldfOHdze伽 ormHl肋ekmforalagofLhLdi.

Wh at!Holdyourpeaoe,g∝dfellqⅣ,andspeak触 erwords!AndgowetoIAndon,to

αtapurse.Thenshallwehavemoneyfbrtheale-ho心e･Andwhenwe00mebadkagam
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intothecounby,wewillstealsomelinenclothesoffsomehdges,orrd)somehou㌍fora

buckofdoth6.14

pedlars■Fr飢Chと英語の対訳がローマン体とイングリッシュ体で印刷されたページ

には一種異様な混清の感覚が充満している｡アウトローたちはその隠語のみならず､

彼らのことばを描く文字によってもまた､異質なものとして表象されている｡しか

し同時にそれはまた､読者によってあきらかに受容可能な範囲での新奇さでもある｡

表象を通じての他者性の包摂･回収｡それはまた､パンフレットという文化現象が､

みずからの新奇さを武器に､激動する時代を支配する虚構 資本の論理にからめと

られた人間相互の契約 (-role-playing)のシステム が他ならぬその人間を貴るさ

まを描こうとするとき､他ならぬその新奇さを喪失してしまうありようとも重なっ

ている｡パンフレットはここで､二種類のアルファベットのセットを並列表記する

ことによって､きわめて自己言及的な身振りをしているのだ｡

地方を行商しながらバラッドを売り歩いたのもfXd血S,(dhapman)だった｡シェイ

クスピアのオートリカスはそのひとりである｡17世私 G)tgraveのDktk'rwieofLhe

FrmchandEnglishTonguesの記述には T̀edla/'を定義して､さまざまな稚貨に加えて

"Almanacks,BookesofNews壕売るとある｡15してみれば､パンフレットとその内容

の地方-の流通は､まさにその媒介者である【dlNSのリアリティに支えられてもい

たかもしれない｡かように多重な自己言及のメカニズムが都市と田舎の落差を背景

に､都市と田舎の収奪 ･詐欺についての言説をリアルなかたちで神話化していった

とも考えられよう｡

1587年版ラフアエル ･ホリンシェツドpaphaelHolinshed)の 『英国年代吉由

(Chrt)nわles)の序文に以下の吉改臣がある｡

HFor血e00mputationoftheyearesof血eworld,IhadbyMaisterWol鮎aduisefollowed
FuncthLS,'butafterhis[Wbfe'S]dea asse,M･Wli11iam]Hlarrison]mademepaJtakerofa
●

0- 110logle,WhichhehadgatheredandcompiledwJ'thmosteXquisitdiligence,folloWng

GermdLSMqcatw,andodlerlatechronologers,andhisowned seruations,accordingbo血e
whichIhauereformedthesame."16

ここで言及されているWiniamHanisonはHarmanのACaveatforCotWnatZCurskors､

さらにその直接の先行テクストであるJolmAwdeley,neFrata72秒ofVagabonds(1561)から､さまざまな悪人の呼称リストを含めてほぼ丸写しでRx)kII,chap.10,
"Ofprouisonmadeforthetxx)re"を執算している｡(1577年版の当該部分はp.107すな
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わち v̀nlerJnirdeB00ke",甲P.5)ここに至りパンフレットはいかがわしいアングラの

出版物から権威ある歴史書へ､背表紙の芯材から輝かしい本文へと変容した｡それ

は娯楽の受容を満たすことをめざして書かれたゴシップとしての演劇的ジャーナリ

ズムが ｢歴史性｣というリアルな権威を付与されたことを意味すると同時に､こん

にちのrGlJ場型犯罪｣に至る精神風土の苗床が生成されたことをも意味するだろう｡

それは虚構が現実に追いつかれ追い越されて行く状況を物語る-より具体的には､

不換紙幣の導入に象徴される資本主義という名の壮大な虚構が､都市喜劇の小さな

虚構を呑み込む瞬間を物語るのかもしれない｡.読者の欲望や知的好奇心に訴えるこ

れらのパンフレットは､同時代の演劇作品と密接に呼応し､やがて演劇の衰退後は
小説の材源としての運命をたどることになるだろう｡それらの魅力的な具体例につ

いては､あらためて論じたい｡

注

*本稿は平成13-16年度日本嘩 課題番号13610547の成果の一
部である｡

1HyderE･RollinS,"TheBla政一LetterBroadsideBanad",p･260,Reprintedfromthe
Puム鮎血 ofLheMbdemLEmguageA∬∝ iatbnofAmeTkqxxxi7,2,1919,pp･258,339.
2たとえばあきらかにグリーン自身の作ではないにもかかわらず､彼の名をタイト

ルに掲げたパンフレット､GreenesGroab-w rihofwiLte,boughtw肋amHIkmof
RepmfM e(1592)などには(当然ながら)著者の名前もイニシャルも印刷されていな
い｡グリーンの名をタイトルに含むパンフレットはこの他にもいくつか現存するが､

それはさしずめタイトルページにシェイクスピアの名を冠した戯曲のようなものと

して､流通に有利な記号性を獲得していたのかも知れない｡

3Rollins,p･281･
4IBLieShephud,77ieBroadideBalhuLIAStuLb,あOrigおmuZMw blg,(Imdon‥He'berl
Jenkirq1962),ppl49-50･
5なお､現存するパンフレットの網羅的畜 謝辞良としては､GmleRo監LiVingston,
BhifhBroadfdeBaZkzdsofdzeSueenLhCenbワ:ACdqlogeofdZeExtd Sheetfm2dan

ESSED!,(1991)が有益｡

6shirbumBallads,p･55;Rollin,sNotesonaleShirbumBallads,1917,JoumalofAn erican

Folk-IDre,XXX,PPL3701377･

;Hc.yHd.eLEf･eBuaT;;'hmedBi;:k崇 芸-Tno;bA 監 禁温 Ⅰ.,,p.51α5,8.
9̀vrheAn ofCorny-Catching",in且No血ZeDLfCOueTyOfCwnage.,G.B.Harrison,ed.,
Eb'd ethm2andJacobe-Qua触 vol･2,(甲inbtlrgh:別inburghUPL,19年),18-20･
10meLastWHZmuiTesEwentofLaurenceLuclIq,inAV.Judg甲,ed.,RbJW拍blgSan
Subcuぬres1535-1727:CZassksPomtheUhdawor14VOL1:meEZidedhltJJer14,OrkL･
ACollectkJnofRfゐwandEw&Stua〝TrwLfandBa肋ゐ･(Routledge,1930･,reF･2002),･
297-298.

llThomasMiddleton,AChasteMadb7CheLPS的 juanBrissenden,ed.,(bndon:A&C
Black･rrheNewMermaids,1988),
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12Hamanの同書が直接的に影響を与えたパンフレットは数多い｡本稿に引用した

S71Cのテクストはパンフレットとしては驚くべき事に1573年つまり再版であるし､

部分的な流用を含むパンフレットは､主要なものだけでも¶10maSDekker,Belmanof

lmdon(1d)8),SamuelRowlands,MartinMark-all,駄adleofBridewell(1610),さらに

1TIOmaSDekker,2nd,Partof鮎lman別名h dlOmeandGmdlelight(160)にいたっては
HarmaLlの語嚢集にある言葉をそのまま(おそらくは原版のまま)流用している｡終

着点のひとつはRichardHe叫EnglishRougue(1680)であろう｡ともあれHamanの仕

事は英語におけるスラング辞書の先駆的作品であることは疑いがないが､FXdLars'

F陀nChによるかけあいの描写の始源は､少なくともさらに､血lmAwdelay,ne

FrafemityeofVacabondes,(1561)までさかのぼることができる｡
137kEZid eLhmtUndawoJ句113-114.
14op･cit･･,1151117･

15hslieShepard,pp･26-27･

16Holinshed,inthePrefaatohisChronicles,vol.iii･slgnA4,ed･1587,
∵】
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